
 

カドマイスター企業展示会合同出展業務委託事業者評価基準 

 

令和６年７月５日 

 

（目的） 

第１ カドマイスター企業展示会合同出展業務委託に関し、別に設置するカドマイス

ター企業展示会合同出展業務委託事業者選定委員会にて選定を行うため、必要な事

項を定める。 

（審査方法） 

第２ 申請書類の審査及びプレゼンテーションの審査により、委託事業者を選定する。 

（審査項目） 

第３ 第２に掲げた審査については、カドマイスター企業展示会合同出展業務委託事

業者選定委員会にて行うこととする。 

２ 各項目５段階で評価することとし、提案内容に対して次の基準にて点数を付与す

るものとする。 

⑴ 非常に優れているもの ４点 

⑵ 優れているもの    ３点 

⑶ 多少不十分であるもの ２点 

⑷ 不十分であるもの   １点 

⑸ 該当なし       ０点 

３ 各選定委員は、企画提案書の内容について、第５項に掲げる審査項目及びかけ率

に基づき、提案者ごとに採点を行う。ただし、審査項目のうち「基本項目」につい

ては、庶務（産業振興課）が提案者から提出された企画提案書等により、あらかじ

め点数を定めるものとする。 

４ 各選定委員の得点（「基本項目」の得点を含む）を平均したものを最終的な評価点

とする（満点は 100 点）。 

５ 審査項目及びかけ率は次のとおりとする。 

審査項目 内容 
かけ

率 

配

点 

基本項目 ①業務の実

施体制 

○業務遂行のために適切な人員配置及

び役割分担がされているか。 

○発注者との連絡調整が速やかに行え

１ ４ 



 

る体制となっているか。 

②業務実施

スケジュ

ール 

○工程ごとに具体的な作業が明記さ

れ、効率的で実効性の高い提案がさ

れているか。 

１ ４ 

③展示会の

受注実績 

○これまで受注した同様の案件の実績

について、十分な成果を生み出して

いるか。 

１ ４ 

 

審査項目 内容 
かけ

率 

配

点 

企画提案項目 

 

④出展ブー

スの装飾、

レイアウ

ト、運営 

○カドマイスター企業の技術力の高さ

や、「門真市=ものづくりのまち」と

してのブランドイメージを効果的に

表現できているデザインコンセプト

であるか。 

○近年高度化の著しい自治体等のブー

スの意匠に対し、差別化を図るとと

もに、優位性を有するものであり、

より多くの来場者を誘引するポテン

シャルを有するデザイン、レイアウ

トであるか。 

○来場者がスムーズに目的の製品、技

術を有する企業にアクセスでき、か

つ快適に商談できるレイアウトとな

っているか。 

５ 20 

⑤PRコンテ

ンツの制

作 

○カドマイスター企業の技術力の高さ

や、「ものづくりのまち」としてのブ

ランドイメージを効果的に表現でき

るものであるか。 

○制作したPRコンテンツが、展示会終

了後においても、企業や本市が効果

的に活用できるものであるか。 

４ 16 



 

⑥オンライ

ン商談 

○オンライン商談において、多数の商

談並びに引き合い件数を確保するた

めの工夫、仕組み、体制が構築され

ているか。 

○オンライン商談をスムーズに実施す

るとともに、セキュリティを確保し

た実施体制となっているか。 

２ ８ 

⑦広報 ○SNS（X（旧Twitter）、YouTube、

Instagram又はTikTok）広告を効果的

に活用し、川下企業等潜在的なター

ゲットに対し来場を促すための戦

略、取組みとなっているか。 

○会期中、来場者に配付するパンフレ

ットについて、ブースの案内のみな

らず、展示会終了後においても市内

企業又は本市への引き合いを誘引す

る工夫がなされているか。 

〇ノベルティについて、門真市のもの

づくりブランドを分かりやすく具現

化したものであるか。 

４ 16 

⑧参加企業

に対する

フォロー 

○展示会等への出展経験の少ない企業

等を中心に、展示会におけるマッチ

ング拡大に資する十分なフォロー体

制が構築されているか。 

○受託事業者、参加企業間の連絡等を

スムーズに実施できる体制となって

いるか。  

２ ８ 

⑨フォロー

アップ調

査及び成

果報告書 

○公金を使用し実施する事業であるこ

とに鑑み、事業のコストパフォーマ

ンス、展示会実施による経済効果、

参加企業が得た効果などを的確に捕

捉するとともに、今後の事業の方向

２ ８ 



 

性などについて今後の事業実施にお

いてフィードバックできる内容であ

るか。 

⑩市内製品

等の活用 

○ブースで使用する備品等について市

内中小企業者等が製造した製品を活

用し、展示会において効果的にPRで

きているか。 

２ ８ 

⑪その他応

募者から

の企画・提

案等 

○仕様書に定める事項以外において、

独自の効果的な提案がなされている

か。 

○仕様書５．業務内容⑷③に定める「会

期中、誘客に資する企画」について

効果的な提案がなされているか。 

１ ４  

（選定方法） 

第４ 第３の４の集計において最高評価点となった参加申込者を委託事業者として選

定するものとする。なお、最高点の者が複数の場合は、次の順位で優位に評価する

ものとする。  

⑴ 審査項目「④出展ブースの装飾、レイアウト、運営に係る提案」における全委

員の合計得点が高い者 

⑵ 審査項目「⑦広報に係る提案」における全委員の合計得点が高い者 

⑶ 提案価格が低い者（内容評価の項目において、順位が決定しない場合） 

（選定事業者の辞退等） 

第５ 第４において選定された委託事業者が辞退等で、委託を受けることがなくなっ

た場合は、第３の４における評価点が次に高い業者を選定する。ただし、基準点に

満たない場合は選定しないものとする。 

２ 参加申込者が１者のみの場合は、その事業者について審査を行い、評価点が基準

点を超える場合は選定する。ただし、基準点に満たない場合は委託事業者として選

定しないものとする。 

３ 基準点は 60 点とする。 

 


